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1．はじめに

人類の持続的な存続を可能とするためには，環境問題を広い視野から考え，問題の解決に向

けて行動できる人材の育成が必要となる。その様な人材育成には，人文・社会・自然科学の垣

根を越えた学際的で実践的な教育プログラムの構築が極めて重要となる。その中でも実践的な

環境教育への期待は大きく，2000年には国連における日本主導の「持続可能な開発のための教

育の10年」がスタートした1）。さらに，日本では環境教育を推進し，国民の環境保全意識を高

めることを目的とした「環境保全活動・環境教育推進法」が2003年に成立した2）。現在，多く

の教育現場では，小学校～高校の「総合的な学習の時間」を活用した環境教育や各地域のＮＰ

Ｏ法人による環境教育，大学と初等中等教育との連携による環境体験プログラムなど，様々な

取り組みがなされてきている。

東海大学では，環境分野における文理融合型の人材育成および研究の向上を図り，その成果

を，積極的に地域・社会に還元することを目的の一つとした環境憲章を1997年に発表している3）。

東海大学教養学部人間環境学科では，自然科学と社会科学を融合させた学際領域として「人間

環境領域」を構築し，理系と文系を融合させた，より学際的・総合的な視野で環境問題を認識し，

解決策を考察できるような学外での様々な体験を重視した環境教育が具体化されている4-17）。大

学院人間環境学研究科でも文理融合の実践教育が展開されている。こうした背景のもと，我々

は，高校と連携した体験型環境教育を実施してきた18-22）。また，昨年度は，人間環境学科自然

環境課程と人間環境学研究科，神奈川県湘南地域県政総合センター，NPO法人東海大学地域

環境ネットワークが協同して体験型環境教育を実施した。今回は，自然環境課程と人間環境学

研究科，NPO法人東海大学地域環境ネットワーク，湘南里川づくり推進検討会（神奈川県湘

南地域県政総合センター他）が連携して実施した「湘南里川づくりフォーラム2010」について

報告する。湘南里川づくりの概要は資料 1～ 3にまとめて示した。

〔2009年度学部等研究教育補助金等報告〕
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2．湘南里川づくり

「湘南里川づくり」とは，湘南地域のふるさとの川である金目川水系の豊かな自然や文化，

それらと調和したくらしなどを子孫に残すべき貴重な財産として，次世代を担う子どもたちに

引き継いでいくため，源流から下流に至る全流域を対象として，市民（湘南里川見守り隊）と

行政の協働により清掃，植栽，生き物観察会など河川の保全・活用に取り組む活動のことであ

る（資料 1～ 3）。

また，「湘南里川づくり」の目的を達成するため，全員で共有しておくべき基本的な考え方

や方向性を，地域の特性にあわせた流域の理想像（ビジョン）として提示している。キーワー

ドとしては，「世代を超えて川を身近に」，「川が繋ぐ人のつながり」，「川が育む地域再生」を

設定している。

なお，「湘南里川見守り隊」は，「湘南里川づくり」に賛同した市民活動団体，個人，企業，

教育関係者で，湘南里川づくり推進準備会に会員登録した方々である。

3．実施概要

「湘南里川づくりフォーラム2010」は，2010年中に試行を始めた「湘南里川づくり」を流域

で活動する方々などに広く周知するとともに，2011年度中の本格実施に向け，参加者の意見を

集約し，仕組みに反映させる目的で企画された。実施日時は2010年 1 月31日（日），場所は東

海大学湘南校舎10＆13号館各教室とＳプラザである。全体会議（フォーラム）では，湘南里川

づくりのビジョンと仕組みについて説明を行い，参加者全体で意見を交換した（写真 1～ 3）。

それとは別に，Ｓプラザにおいて，シンボルマーク等の応募作品と流域における活動団体の紹

介パネル展示を行った（写真 4）。展示パネルの一部を，写真 5と 6 に示した。また，フォー

ラム終了後，懇談会を実施した。

スケジュール

1　開会のあいさつ

2　湘南里川づくりの概要について説明（これまでの検討状況）

3　湘南里川づくりシンボルマーク採用者等の表彰式

4　湘南里川づくり推進協議会（仮称）の設置に向けた取組みについて

＜休憩＞

5　湘南里川づくりのビジョンについて

6　意見交換

7　閉会のあいさつ
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4．結果と今後の展望

湘南里川づくりにおいて，流域で活動する NPO法人や市民団体の交流は非常に重要である。

この点については，参加者の共通認識であり，これらの団体の情報交換やネットワーク構築に

は，今回企画したフォーラムは有効な手段であると判断できる。参加者からも，継続的に実施

すべきという声が多く，位置的にも東海大学は適地と判断できる。また，このような活動に学

生や院生が，企画段階から参加することは，「学外での様々な体験を重視した環境教育」を積

極的に展開している自然環境課程や人間環境学研究科にとって，目的に沿った理想に近い実習

の機会を得ることになる。次年度には，この点も十分考慮して，同様の企画を継続的に実施す

る必要があると考えられる。2011年度は，企画段階から参加できるよう，大学院生が準備を進

めている。

課題としては，大学（自然環境課程，人間環境学研究科）と行政（神奈川県湘南地域県政総

合センター），NPO法人東海大学地域環境ネットワークなど，複数の組織が連携して実施する

ことから，組織間の調整が重要となる。

また，多くの市民団体が参加することから，大学生や大学院生の若い世代と地域住民との世

写真１　湘南里川づくり概要説明 写真２　シンボルマーク採用者表彰式

写真３　フォーラムでの意見交換の様子 写真４　パネル展示の様子
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写真５　展示パネル①
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写真６　展示パネル②
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代間交流の場ともなり，環境教育だけでなく他の分野においても有効な教育の手法であると考

えられる。

加えて，自然環境課程と人間環境学研究科は，人文・社会・自然科学といった様々な分野を

専門とする教員から構成されている。行政やＮＰＯ法人と連携することで，非常に広い視野，

視点から実践的教育プログラムを企画，実行していくことが可能であり，学生の教育や地域社

会の活動に貢献できるものと考えられる。

成果の公表

本研究は，「環境 NPOと連携した体験実習型環境教育の試み（5）」16）と「地域社会と連携し

た体験型環境教育の試み（2）─初等中等教育との連携を中心に─」21）の成果を背景に実施し

ており，その成果の一部は，「環境 NPOと連携した体験実習型環境教育の試み（6）」17）と「地

域社会と連携した体験型環境教育の試み（3）─初等中等教育（SSH）との連携を中心に─」
22）に反映されている。
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